
収
蔵
文
書
紹
介
５４

霊
轟

ン
轟
畿
褻
ン
議

那
須
郡
寄
居

（現
那
須
町
）
の
松
本
家
か

ら
、

近
世
以
降
の
文
書
七
五
九
点
が
寄
託
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
部
分
は
江
戸
時
代
の

文
書
で
す
。

関
東
と
陸
奥
の
国
境
に
近
く
古
来
よ
り
軍

事
的
に
重
要
な
地
だ

っ
た
寄
居
は
、

戦
国
期

に
は
那
須
家
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
。

文

化

一
四
年

（
一
八

一
七
）
頃
に
黒
羽
藩
主
大

関
増
業
が
編
纂
し
た
藩
政
資
料
『創
垂
可
継
』

封
域
郷
村
誌
第
九
に
は
、

「同
村

（寺
子
村
）

平
右
衛
門
先
祖
は
那
須
家
の
家
人
に
し
て
、

戦
国
の
時
奥
州
境
目
の
た
め
警
固
七
人
を
置

か
れ
し
其
の
壱
人
に
て
、

（中
略
）
右
七
人

の
子
孫
と
い
え
る
は

（中
略
）
同
所

（寄
居
）

松
本
丈
助

（後
略
こ

と
あ
り
、

松
本
家
は

戦
国
期
に
は
那
須
家
に
属
し
北
方
警
国
に
あ

た
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
寄
居
は
、

天
正
末
～
慶
長
年
間
に

黒
羽
藩
領
に
組
み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の

頃
の
松
本
家
の
活
躍
を
伝
え
る
文
書
が
、

慶

長
五
年

（
一
六
①
①
）

一
一
月
の

「大
関
資

増
よ
り
の
感
状
写
」
で
す
。

こ
の
文
書
は
、

徳
川
氏
に
属
す
那
須
地
域
の
領
主
達
が
、

会

津
の
上
杉
景
勝
の
侵
攻
を
撃
退
し
た
同
年
九

月
の
関
山
合
戦
に
関
連
し
て
発
給
さ
れ
た
も

の
で
す
。

松
本
家
の
先
祖
に
当
た
る
松
本
志

摩
が
、

関
山
合
戦
で
の
手
柄
の
褒
美
と
し
て
、

米
六
俵
四
升
と
永

一
貫
三
八
文
を
黒
羽
藩
主

大
関
資
増
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一掌
任
＝
郁
≡
≡
≡・！≡
様
持
Ｈ
ｇ
ュ
靖
韓

ら
れ
た
た
め
、内

容
は
倹
約
や
食
物
の
備
蓄
、

農
事
の
奨
励
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

の
文
書
で
興
味
深
い
の
は
、

当
時
の
村
人
の

生
活
の
様
子
が
う
か
が
え
る
点
で
す
。

寄
合

や
謡
、

日
待
、

祝
事
な
ど
村
々
に
は
様
々
な

行
事
が
あ
り
、

日
光
参
詣
や
角
力

（相
撲
）

の
興
行
と
い
っ
た
娯
楽
が
あ

っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

ま
た
、

江
戸
時
代
に
は
奥
州
道
中
が
整
備

さ
れ
、寄

居
は
声
野
（現
那
須
町
）
と
白
坂
（現

福
島
県
白
河
市
）
の
間
の
宿
と
し
て
の
役
割

を
持
ち
、

松
本
家
は
米
問
屋
も
勤
め
、

東
北

諸
藩
の
物
資
の
継
送
を
差
配
し
ま
し
た
。

天

保

一
五
年

（
一
八
四
四
）
の

「御
米
問
屋
議

定
書
」
は
、

奥
州
道
中
の
宿
村
の
米
問
屋
に

よ
る
米
輸
送
に
関
す
る
取
り
決
め
で
す
。

脇

道
を
介
さ
ず
奥
州
道
中
の
宿
で
継
送
を
し
、

江
戸
ま
で
滞
り
な
く
運
送
す
べ
き
旨
等
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

那
須
地
域
に
は
奥
州
道
中

の
外
に
原
街
道

・
関
街
道
が
整
備
さ
れ
、

流

通
が
活
発
に
な
る
と
、

荷
物
の
輸
送
を
め

ぐ
っ
て
、

こ
れ
ら
二
街
道
宿
と
の
間
で
争
論

が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

寄
居
も
例

外
で
は
な
く
、

享
保
七
年

（
一
七
三
二
）
に

原
街
道
夕
狩

（現
那
須
町
豊
原
乙
）
の
米
問

屋
と
、

松
倉
村

（現
那
須
町
豊
原
甲
）
の
附

子

（実
際
に
輸
送
を
担
う
農
民
）
の
帰
属
を

め
ぐ

っ
て
争
論
と
な
り
ま
し
た
。

（
陥
ハ
ー

一
一
四

「申
渡
覚
じ

こ
の
よ
う
に
、

松
本
稔
家
文
書
は
特
に
江

戸
時
代
の
那
須
地
域
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な

い
文
書
群
と
言
え
ま
す
。

既
に

『栃
木
県
史

料
所
在
目
録
第

一
四
集
』
に
目
録
が
公
刊
さ

れ
、

栃
木
県
史
や
那
須
町
誌
の
編
纂
で
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　

　

（窪
　
一八
子
）

ひ
静
的
く
る
稼
左

盗

象

一縁

繁

一

宏

参

擁

分
野

炊

，々

疫　

惨

ン

設

繋

碧

牽

竃

覇

婁

畳

畠

江
戸
時
代
に
入
る
と
、

松
本
家
は
、

代
々

名
主
と
し
て
二
Ｏ
ヶ
村
か
ら
成
る
寄
居
西
組

（現
那
須
町
豊
原
甲

・
乙

・
丙
の
区
域
）
を

統
括
し
ま
し
た
。

天
保
八
年

（
一
八
三
七
）

の

「村
法
規
定
書
」
は
、

村
民
が
自
治
的
に

定
め
た
形
式
を
取
っ
て
お
り
、

寄
居
西
組
を

構
成
す
る
各
村
の
村
頭

・
村
惣
代
、

組
頭
、

最
後
に
名
主
で
あ
る
松
本
六
郎
兵
衛
が
連
署

し
て
い
ま
す
。

天
保
の
飢
饉
の
直
後
に
定
め

イ騒

掩

写真 1 大 関資増よりの感状写 (No.ハ ー31)

写真 2 村 法規定書 ・部分 (No.ハ ー57)
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写真3 御 米問屋議定書 ・部分(No.回 -32)


